
の健康データ
地区 ごとで見る

大田区
大田区では、令和2年度より5年間、東邦大学と共同で、区の保有する健
康診断などのデータや区民の皆さまへの質問票調査結果を分析し、18地
区ごとの健康特徴や健康課題を把握するプロジェクトを実施しました。そ
こから見えてきた大田区の健康データをご紹介します。

「自分は健康だ」と感じていますか？
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「自分は健康だ」と
感じている方の割合



区内18地区の健康づくりの特徴とは？

※１　「大田区キラリ☆健康調査2023」（令和5年に20 歳～ 89 歳の区民36,000 人を対象に実施）の有効回答数14,059人分の結果より。
※２　「大田区キラリ☆健康調査」（令和3 年に20 歳～89 歳の区民36,000人を対象に実施）の対象者のうち9,000 人に実施した簡易型自記式食事歴法質問票（BDHQ）の有効回答2,826 人分の結果より。
　　　推定エネルギー必要量を摂取したと仮定しエネルギー調整を行った値。

※３　平成27年～令和４年の８年間の全死因標準化死亡比 (SMR)と「大田区キラリ☆健康調査2023」（令和5年に20 歳～ 89 歳の区民36,000 人を対象に実施）の有効回答数14,059人分の結果より。

地区ごとに健康づくりの
特徴があることが見えました！

今回ご紹介する分析結果は一例ですが、いずれの地区にも強みや課題があることが見えてきました。 自分は健康だと感じることは、普段の健康への心がけや生活と関連があることがわかりました。
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健康のために
心がけていることは何ですか？

　大田区の皆さまが健康のために実践していることを一部ご紹介します。
調査結果※1を参考に“自分は健康だ”と感じるよう、皆さまもできることから取り組んでみてはいかがでしょうか？
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〈 主観的健康感が高い地区の特徴 〉

「自分は健康だ」と
感じることは大切なこと！

健康のために普段から歩くことを
心がけている方が多い

スポーツ、趣味、娯楽活動に
参加する方が多い

健康だと感じている方が多
い地区ほど死亡率は低いと
いう傾向もわかりました。
標準化死亡比 (SMR)：人口構成の違いを除去して死
亡率を比較するための指標。ある集団の死亡率が、
基準となる集団と比べてどのくらい高いかを示す比。
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主観的健康観と
標準化死亡比（SMR）の相関図※3
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健康への取り組みを
参考にしてみよう！
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データを活用した健康啓発を進めています！

お住まいの地区の健康の特徴を知って
健康づくりをしてみましょう！

調べてみませんか？

これまでの調査・分析結果を基に、令和４年度からモデル事業
として、小学校、地域、企業へ生活習慣病予防を目的とした健康
啓発を実施してきました。啓発の中で、健康への興味や関心を
持ってもらい健康づくりにつなげていくため、地区の健康の特徴
を伝えています。小学校、企業等への健康啓発は、継続して実施し
ていく予定です。

主に6 年生を対象とした生活習慣病予防に関する
授業を行い、啓発用チラシを配布しました。

二次元コードから、地区ごとの特徴や課題を見ることができます。
ご自身、ご家族、あなたの大切な人などが「自分は健康だ！」と
感じるよう、日々の健康づくりの参考にしてみてください！

作成・発行　大田区健康政策部健康医療政策課・東邦大学医学部社会医学講座

地区の健康の特徴を
健康づくりのきっかけに！

小学校での健康教育

地区の健康の特徴を踏まえ、健康測定や栄養バランス啓発な
どを実施しました。

地域や企業への啓発

18地区の健康の特徴はコチラ


